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決
算
認
定
」
に
つ
い
て
、
議
会
閉
会

中
に
四
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
度

の
歳
出
決
算
額
は
二
八
〇
億
二
、
八

九
五
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
の
過
程
で
は
、
固
定
資
産
税

の
課
税
方
法
に
つ
い
て
市
民
へ
の
分

か
り
や
す
い
説
明
や
広
報
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
、
経
常
収
支
比
率
に
つ

い
て
義
務
的
経
費
削
減
の
た
め
の
具

体
的
な
方
策
を
検
討
し
改
善
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
、
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
今
後
も
国
に
対
し
て
増
額
確
保

を
強
く
要
求
し
て
ほ
し
い
、
市
営
住

宅
の
建
替
え
に
つ
い
て
基
金
で
整
備

を
行
う
の
か
起
債
を
活
用
す
る
の
か
、

予
備
費
に
つ
い
て
は
温
水
プ
ー
ル
サ

ー
ク
ル
活
動
団
体
指
導
育
成
業
務
で

大
き
な
支
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
今
後
こ
の
よ
う
な
予
定
外
の
支

出
が
発
生
し
な
い
よ
う
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
市
民
へ
の
事
前
説
明

や
関
係
者
と
の
調
整
を
十
分
に
行
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
ペ
ッ
ト
の
飼

い
方
マ
ナ
ー
向
上
の
啓
発
に
全
庁
的

取
り
組
み
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
、

啓
発
事
業
全
体
に
関
し
て
今
後
も
積

極
的
な
見
直
し
を
行
い
市
民
意
識
の

改
革
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
賛
成
六
名
反
対
一
名

の
賛
成
多
数
で
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

議決結果（賛否が分かれた案件） ※その他の案件については全員賛成で可決されました。

平成22年第４回（12月）定例会
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創　政　会 公　明　党 近未来21 薫　風 日本
共産党衆政会 議
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友
廣
　
英
司
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與
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明
美

金
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大
久
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平成21年度 春日市一般会計歳入歳出決算認
定について ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●●○ ●●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●● ●● ●○ ●○ 認定

第５次春日市総合計画における基本構想の策
定について ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●● ●● ●○ ●○ 原案

可決

外国の地方公共団体の機関等に派遣される職
員の処遇等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●● ●● ●○ ●○ 原案
可決

知的障害者入所施設の利用者が安心して暮ら
していける制度充実を求める意見書提出の請
願について

●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●○ ●○ ●○ ●○ ●● ●● 不採択

「中小業者の自家労賃を必要経費として認める
ことを求める意見書」に関する請願について ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●● ●● ●● ●● ●○ ●○ ●○ ●● ●● ●○ ●○ ●○ ●○ 採択

中小業者の自家労賃を必要経費として認める
ことを求める意見書について ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●● ●● ●● ●● ●○ ●○ ●○ ●● ●● ●○ ●○ ●○ ●○ 原案

可決

※各会派の所属議員の党派は次のとおり
▪創政会〔無所属⑤〕　▪公明党〔公明党④〕　▪近未来２１〔無所属③〕
▪薫　風〔無所属②〕　▪日本共産党〔日本共産党②〕　▪衆政会〔無所属②〕

（原案について ◯賛成  ●反対）
※松尾浩孝議員は議長職のため、表決権はありません。
※創政会の松尾嘉三議員は平成22年11月22日付けで
　議員辞職されました。

市 

議 

会 

の 

評 

価

　
　
　
　
春
日
市
議
会
運
営
委
員
会

　
市
議
会
で
は
、
春
日
市
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
定
例
会
ご
と
に
議

会
活
動
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
十
二
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
た
議
案
十
七
件
、
請
願
二

件（
内
一
件
は
、九
月
定
例
会
か
ら
の

継
続
審
査
分
）に
つ
い
て
、会
期
中
に

五
日
、
各
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
は
、
最

終
日
の
本
会
議
に
委
員
長
報
告（
委
員

会
の
審
査
結
果
報
告
）を
行
い
、請
願

第
三
号（
※
）
に
対
し
て
賛
成
討
論
が
一

件
行
わ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

十
七
議
案
及
び
二
意
見
書
は
可
決
、

請
願
第
四
号
は
採
択
、
請
願
第
三
号

は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
二
日
間
に

わ
た
り
、
十
五
人
が
質
問
を
行
い
、

時
間
の
延
長
が
必
要
と
な
る
程
活
発

な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
委
員
長
報
告
の
詳
細
及
び

本
会
議
の
会
議
録
を
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
※
）請
願
第
三
号
＝
知
的
障
害
者
入
所
施
設

の
利
用
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
制
度

充
実
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願
に
つ
い
て

　
去
る
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
、

東
京
都
千
代
田
区
に
お
い
て
都
道
府

県
議
会
議
員
及
び
市
区
町
村
議
会
議

員
総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
か
ら
は
、
三
十
五
年
以

上
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と

し
て
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与

し
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
村む
ら
や
ま山
正ま
さ

美み

議
員
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
　

　
感
謝
状
の
贈
呈

感謝状を贈呈された村山正美議員


